
若
手
句
会 

令
和
四
年 

十
二
月
九
日 

 

実
況
中
継 

【
講
師
】
今
井 

聖
・
角
谷
昌
子 

 
 

 
 

受
講
者 

十
名
参
加 

【
高
点
句
】 

○
白
鳥
の
珠
と
な
り
ゆ
く
眠
り
か
な 

 
 

 
 

伊
藤 

幹
哲 

 

（
角
谷
特
選
・
今
井
準
特
選
、
受
講
者
２
名
選
） 

・
美
意
識
に
ぶ
れ
は
な
い
が
、
少
し
屈
折
が
欲
し
い
。（
今
井
） 

「
ゆ
く
」
を
「
た
る
」
に
変
え
た
ほ

う
が
い
い
。（
角
谷
） 

○
風
邪
心
地
シ
ネ
マ
の
闇
に
守
ら
る
る 

 
 

 

福
田 

健
太 

（
角
谷
準
特
選
・
今
井
準
特
選
、
受
講
者
１
名
選
） 

・「
心
地
」
が
い
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。（
今
井
） 

「
守
ら
る
る
」
が
い
ら
な
い
。
（
角
谷
） 

○
夫
の
背
へ
大
き
く
毛
布
掛
け
に
け
り 

 
 

 

笠
原 

小
百
合 

 
 

 
 

 

（
受
講
者
３
名
選
） 

・「
大
き
く
」
が
要
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。（
角
谷
） 

愛
情
を
素
直
に
詠
む
と
屈
折
が
な
く
詩
情
が

乏
し
く
な
る
。（
今
井
） 

○
去
年
今
年
地
よ
り
天
ま
で
工
事
中 
 

 
 

 

庄
田 

宏
文 

 
 

 
 

 
 

（
受
講
者
３
名
選
） 

・「
天
」
か
「
地
」
の
ど
ち
ら
か
に
絞
っ
た
方
が
い
い
。（
角
谷
） 

構
成
が
で
き
す
ぎ
た
。（
今
井
） 

○
浮
寝
鳥
忘
の
一
字
の
如
く
あ
り 

 
 

 
 

 

福
田 

健
太 

 

（
今
井
特
選
、
受
講
者
２
名
選
） 

・
発
想
が
よ
く
、
形
態
が
よ
く
見
え
る
。（
今
井
） 

 



○
耳
す
こ
し
つ
ん
の
め
り
ゐ
る
マ
ス
ク
か
な 

 

木
内 

縉
太 

 
 

 
 

 
 

（
受
講
者
３
名
選
） 

・「
つ
ん
の
め
り
ゐ
る
」
が
問
題
で
、
こ
こ
を
直
す
と
よ
く
な
り
そ
う
。
（
角
谷
） 

○
鯛
焼
に
少
し
借
り
た
る
思
考
力 

 
 

 
 

 

伊
藤 

幹
哲 

 

（
角
谷
特
選
・
今
井
特
選
、
受
講
者
１
名
選
） 

・
頭
を
使
う
と
き
に
甘
い
も
の
が
欲
し
く
な
る
。
そ
の
事
を
上
手
く
表
現
で
き
た
。
（
角
谷
） 

○
後
悔
の
や
う
に
白
息
留
ま
り
ぬ 

 
 

 
 

 
白
井 

飛
露 

 

（
今
井
準
特
選
、
受
講
者
２
名
選
） 

・
白
息
が
後
悔
の
よ
う
だ
と
い
う
発
想
が
よ
い
。（
今
井
） 

○
新
宿
の
街
の
鼓
動
の
ブ
ー
ツ
か
な 

 
 

 
 

笠
原 

小
百
合 

 

（
今
井
特
選
・
受
講
者
２
名
選
） 

・「
街
の
」
は
要
ら
な
い
。「
鼓
動
を
は
こ
ぶ
ブ
ー
ツ
か
な
」
で
は
ど
う
か
。（
今
井
） 

○
猟
犬
の
舌
を
し
ま
は
で
息
荒
し 

 
 

 
 

 

木
内 

縉
太 

 
 

（
角
谷
特
選
、
受
講
者
２
名
選
） 

・「
舌
を
し
ま
は
で
」
に
臨
場
感
が
あ
る
。（
角
谷
） 

「
猟
犬
」
と
「
息
荒
し
」
は
付
き
す
ぎ
。
舌
や

歯
の
様
子
を
い
え
ば
も
っ
と
い
い
句
に
な
る
。（
今
井
） 

○
銅
像
の
厚
き
胸
板
冬
日
和 

 
 

 
 

 
 

 

佐
藤 

一
樹 

 

（
角
谷
準
特
選
、
受
講
者
２
名
選
） 

・
誰
の
銅
像
か
分
か
ら
な
い
が
、
写
生
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
。
季
語
と
合
っ
て
い
る
。（
角
谷
） 


